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学校種間連携による小学校理科の校内研修支援
－小学校理科教育に関する校内研修支援プロジェクト－

近藤 浩文・三木 勝仁・丹那 暢仁

学校種間連携を活用して高等学校理科教員を講師として小学校に派遣することにより，小学校理

科の校内研修を支援するプロジェクトを計画し，滝川市教育委員会と北海道滝川高等学校の協力に

より，滝川市立滝川第三小学校において実施した。本年度の成果について報告する。
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はじめに

平成20年度小学校理科教育実態調査及び中学

校理科教師実態調査に関する報告書※１）による

と，小学校で学級担任として理科を教える教員

の約50％が，理科全般の内容の指導が「やや苦

手」か「苦手」と感じている。北海道立教育研

究所附属理科教育センターでは，小学校理科研

修講座の他，出前講座等で小学校教員を支援し

ているが，道内の教員数を考えると，理科教育

センターの事業のみでの対応は困難である。

このようなことから，理科教育センターは，

今後もこれまでの事業を継続し，充実させると

ともに，地域において小・中・高の学校種間連

携を強化し，小学校の校内研修を活性化するた

めの取組について検討してきた。その結果，高

い専門性をもつ高等学校理科教員を講師として

小学校に派遣することにより，小学校理科の校

内研修支援を推進することができると考え，「小

学校理科教育に関する校内研修支援プロジェク

ト」を計画し実施することとした。

今年度は，滝川市教育委員会と北海道滝川高

等学校（安田富久一校長）の協力により，滝川

市立滝川第三小学校（土田雅満校長）でモデル

事業として実施した。

１ 校内研修支援プロジェクトの流れ

滝川市教育委員会と北海道滝川高等学校（以

下，「滝川高校」という）に協力を依頼した後，

図１の手順でプロジェクトを進めた。

(1) 講師派遣の要請

滝川市教育委員会の公募に対し，応募した滝

川市立第三小学校（以下，「滝川第三小」とい

う）は，「講師派遣要請書」に次の内容を記載

し，滝川市教育委員会を経由して理科教育セン

ターに提出した。

① 第三希望までの実施希望日時

② 希望する研修内容（図２の「観察実験のテー

マ及び内容一覧」の中から選択する）

(1)講師派遣の要請

(2)日時・研修内容の調整

(3)講師派遣の決定

(4)事前準備

(5)事業の実施

滝川市教育委員会は、所管小学校に周知する

小学校長は、滝川市教育委員会を経由して、講師派遣要請書を

理科教育センターに提出する

理科教育センターは、当該小学校及び滝川高等学校と連絡し、

日時・研修内容等について調整をする

当該小学校は、滝川高等学校に派遣依頼文書を送付し、滝川市

教育委員会にその写しを送付する

滝川高等学校と理科教育センターは、当該小学校が求める内容

を踏まえ、教材の準備及び研修プログラムの作成を行う

滝川高等学校から当該小学校へ講師を派遣する

当該小学校は、校内研修の運営を行う

図１ 校内研修支援プロジェクトの流れ

北海道立教育研究所附属理科教育センター
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図２ 観察、実験等のテーマ及び内容一覧

(2) 日時・研修内容の調整

理科教育センターは，滝川高校に，滝川第三

小の希望する日時と研修内容を連絡し，滝川高

校と日時を調整して，滝川第三小に連絡した。

(3) 講師派遣を決定

理科教育センターは，滝川高校から報告のあ

った派遣教員の氏名を滝川第三小に伝え，滝川

第三小は，講師派遣依頼文を滝川高校長宛に，

その写しを滝川市教育委員会に送付した。

(4) 事前準備

滝川高校の担当者は，理科教育センターを２

度訪問し，理科教育センターが提供したテキス

ト及び実験教材を，自ら繰り返し体験しながら，

センター職員と協議して詳細な研修プログラム

を作成した。 図３ 研修会の様子

(5) 事業の実施

平成23年２月２日水曜日，図４の日程で，モ

デル事業を実施した。滝川第三小の教員24名が

参加し，滝川高校から派遣された４名の教員が

講師を務めた。
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２ 実施後の感想等

(1) 受講者（滝川第三小の教員）の感想等

実施後，アンケート調査を実施し，次のよう

な回答を得た。

［高校と連携を図った事業に望むこと］

○ 今回の研修と同様なものを今後も実施して欲

しい。

○ 前任校では，理科専門の先生方と協力し，１

日実験教室を行うことができた。似たようなこ

とができればうれしい。

○ とにかく，高校の先生と会って話せる機会を

増やすこと。

○ このような研修会と高校の先生とコミュニケ

ーションをとれる機会の設定

○ これからもこのような機会を設けていただけ

ればと思います。

［理科の授業について質問したいこと］

○ 理科の授業を受けもっていなく，また，学校

でも実験について勉強する機会がなかったので

大変参考になりました。楽しかったです。

図４ 校内研修会のスケジュール

○ 教材のねらいや実験器具の応用などについて

もっと知りたい。

○ 身近な材料を使った教材の作り方や，観察実

験で上手く反応が現れない場合の対処方法につ

いて知りたい。

［感想等］

○ 久しぶりの実験であり，とても新鮮に感じま

した。ありがとうございました。

○ 教職員がみんなで参加できて，子どものよう

に楽しめました。このワクワクを子ども達に味

わわせたいと感じました。お疲れ様でした。あ

りがとうございました。

○ 子どもの気持ちになって楽しむことができま

した。感動を伝えられる教師になりたいです。

○ 本日は大変勉強になりました。これから理科

を指導する際は手間をかけて子どもたちと楽し

みながら学習します。

○ 私自身，楽しく参加させていただきました。

大人が楽しく思えたので子どもにとっても楽し

いなと感じてくれることと思います。ありがと

うございました。

○ 楽しく実験ができました。ありがとうござい

ます。

［テキスト・教材について］

テキストは利用しやすい

ものの溶け方の実験は役に立つ

再結晶の実験は役に立つ

水溶液の性質の実験は役に立つ

理科ねっとわーくは役に立つ
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図５ 研修会の様子
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(2) 講師（滝川高校の教員）の感想

○ 小学校の先生方に楽しく熱心に取り組んいた

だき，とてもよかった。今後の交流につながる

と思う。

○ 小学校の先生方が授業で実験をすることにな

ると，段取りに手間がかかると思うので，それ

をサポートできればよいが，なかなか難しい。

しかし，相互の交流が頻繁になれば可能になる

と思う。

○ このような研修の支援を他の高校でも行うた

めには，今回のように，理センとの綿密な打合

せが必要だと思う。

○ 今回の事業を，相互の連携をもつ機会と考え

ると，よかった。

○ 小学校の先生方に，研修に対して興味をもっ

ていただき，よかった。

○ 研修ではいくつかの実験を行ったが，小学校

の先生方が実際に授業で行い，子どもたちに還

元したことをもって，評価すべきと思う。

○ 研修の時間そのものはよかったが，高校には

実習助手が配置されていること，小学校の先生

方には空き時間がないことが，高校との大きな

差異である思う。

○ 小学校の先生方には，実験の結果を予想する

など自分なりに工夫して取り組んでいただき，

「面白い。」という声が聞こえるなど，感動も

あったようである。

○ このような機会を多く設けるとよいと思う。

○ 高校に実習助手が配置されているように，小

学校にも配置が必要かもしれない。

○ 小学校の先生方に喜んでいただき，また，

「よかった。」と言われて嬉しい。

○ 研修全体としては予定どおりの時間で終わっ

たが，一つ一つの実験は予定どおりの進行では

なかった。

○ 小学校の先生方と楽しく研修ができたので，

機会があれば小学校の先生方の協力がしたい。

図６ 研修会の様子

(3) 滝川市教育委員会の感想

◇ 先生方が楽しそうに研修に参加しており，学

校種間の教員の交流も図られ大変よかった。

◇ 本事業は，教職員個々の資質向上や校内研修

の活性化に資する大変価値のある事業である。

◇ 来年度も本事業を継続していただきたい。

◇ 道からの予算措置がなされることを期待する。

◇ 空知教育センターを会場にして，市内の教員

を対象とした開催も考えられる。

３ 事業の成果と今後の課題

受講者及び講師の感想からわかるように，高

等学校理科教員を講師として小学校理科の校内

研修を支援する取り組みは有効であることを実

証することができた。また，今回の研修内容で

ある，小学校理科の化学領域における実験やデ

ジタルコンテンツの紹介で構成した「校内研修

支援モデル」を作成することもできた。

本事業を継続して実施していくために，事前

準備において理科教育センターと高等学校教員

が協議しながら研修プログラムを作成する際

の，高等学校教員の負担を軽減するための方法

を検討する必要がある。

おわりに

全道の市町村で「小学校理科教育に関する校

内研修支援プロジェクト」を，充実した内容で

展開していくためには，本事業を継続して実施

し，一つでも多くの「校内研修支援モデル」を

作成していく必要があると考える。

今回の事業にご協力をいただいた滝川市教育

委員会，滝川高校，滝川第三小の皆様，そして，

講師を務めた滝川高校の本間順教諭，佐々木和

徳教諭，三宅武寿教諭，中川原恵一指導実習助

手，滝川第三小で研修の運営を担当した小林正

男教諭に心から感謝申し上げます。
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